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事務局 東北セントラルオフィス

〠100 91-
東京都中央郵便局

916私書箱

ニューズレター６３号で報告させて頂きました第
一回全国セントラルオフィススタッフ会議は、５月

、 、 「 」１４ １５の両日 宮城県松島町のホテル 五大堂
にて開催されました。
準備不足、初めての経験ということもあり、全国

各セントラルオフィス、ＪＳＯ、札幌、旭川各地区
委員会への開催案内の送付、出欠確認、分担金振り
込み、議題提出の依頼等、２月末から４月末までの
短期間にすべてをお願いし、多大な迷惑をかけてし
まったことを、事務局一同本誌上を借りてお詫び致

（ 、します この短期間の事務局の依頼にもかかわらず
各セントラルオフィスはじめＪＳＯ、オブザーバー
として参加の北海道地域メンバーより折り返し返事
をいただき、要請者全員の出席が確認されました。
テーマは「セントラルオフィスの役割 今日一─

日オフィススタッフとしてできること、やるべきこ
とは」と決まり、各セントラルオフィスに議題提出

、 、をお願いしましたが 第一回会議ということもあり
テーマを踏まえた自由な討議の場にするということ
で、議事運営は事務局に一任されました。
会議当日、準備不足のまま迎えた全国オフィスス

タッフ会議。しかもオフィススタッフだけが集まる
初めての会議。これまでＧＳＭの中で限られた時間
を使い話し合いが持たれてはいましたが、議論が中
途半端に終わり、より具体的な行動に結び付けられ
なかった反省が、この会議開催に至った大きな理由
のひとつであります。今回は率直な分かち合いと明
日のセントラルオフィスサービス活動につながる中
身のある論議の場になるかどうか。事務局を担当さ
せてもらった私たちとしては不安と期待がたくさん
ありました。
まず議事進行役は事務局を担当した東北の露野が

受け持ち、それぞれのプロフィールを交えた自己紹
介をプロローグとし、夕食以降の本会議に備えると
いう、一幕一幕を想定したプログラムで会議は進行
しました。会議終了は議事次第というきつい日程が

組まれましたが、それでも話し足りなければ翌日の
ホテルのチェックアウトぎりぎりまでの時間の有効
活用をはかるという確認もしました。
各セントラルオフィス職員の自己紹介の中で感じ

たことは、東北の職員を除いて全員が２つの帽子を
被った仲間であり、それぞれが難しい立場でオフィ
スのサービス業務に携わっており、多くの共通する
悩みを抱えているということです。
全国評議会とは違うサービス体系、ＡＡの窓口と

しての地域社会との関わり、まだ苦しんでいるアル
コホーリクにメッセージを運び続けるＡＡをサポー
トすることを目標として設立された各オフィスの役
割等を踏まえ、議論すべきことは多岐にわたります
が、一つづつ、テーマに沿った話し合いが行われま
した。詳細は以下の通りです。
【参加】関東甲信越ＣＯ／野口氏、中部北陸ＣＯ／
市川氏、関西ＣＯ／新村氏、中四国ＣＯ／中常氏、

、 、 、九州沖縄ＣＯ／橋野氏 岩下氏 ＪＳＯ／小宮山氏
東北ＣＯ／吉原（旧姓大竹 、露野、北海道ＣＯ設）
立準備委員／佐藤氏、他オブザーバー６名 計１６
名（宿泊者１３名）
【【【【議事議事議事議事】】】】
１１１１．．．．オフィスオフィスオフィスオフィスをををを支支支支えるえるえるえる現状現状現状現状
オフィススタッフとはどこまでを指すのか、また

オフィス運営委員、オフィス委員等、各オフィスを
:支える現状の分かち合い

オフィス運営委員が宮城地区に片寄〈〈〈〈東北東北東北東北ＣＯ〉ＣＯ〉ＣＯ〉ＣＯ〉
、 。っているので オフィス委員の登録を検討している

オフィス委員はＣＯ設立のと〈〈〈〈関東甲信越関東甲信越関東甲信越関東甲信越ＣＯ〉ＣＯ〉ＣＯ〉ＣＯ〉
きから登録。オフィス委員は、グループとＣＯとの
パイプ役（代議員はグループとＡＡ全体サービスと
のパイプ役。役割が違う 。年数回のオフィス集会）
で、予算や活動内容等ＣＯ運営の決定に加わる。地
域１２０Ｇのうち６０Ｇが登録している。オフィス

、 、 、 。スタッフとは 有給職員 ボランティア 運営委員
オフィススタッフとは有給職員〈〈〈〈中部北陸中部北陸中部北陸中部北陸ＣＯ〉ＣＯ〉ＣＯ〉ＣＯ〉

第一回全国オフィススタッフ会議開催さる
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のこと。広い意味では運営委員、ボランティアまで
入る。１２ステップ活動を外へ向けて実務をやって
いるのがスタッフ、取り計らっているのがオフィス
運営委員会。

オフィススタッフとは有給職員〈〈〈〈九州沖縄九州沖縄九州沖縄九州沖縄ＣＯ〉ＣＯ〉ＣＯ〉ＣＯ〉
のことで、他はオフィスボランティアスタッフ。オ
フィス運営委員会は各地区１名で編成したが集まれ
ず、うまく機能していない。

オフィス運営委員会はＣＯガイドラ〈〈〈〈関西関西関西関西ＣＯ〉ＣＯ〉ＣＯ〉ＣＯ〉
インを読み、必要性を感じ出来た。構成は運営委員
４名＋オフィススタッフ。地域集会で運営委員会全
体の信任をとっている。オフィス委員は「日本サー
ビスガイド」にも有るが、グループのメンバー数を
考えると難しい。週２回ボランティア（無給のスタ
ッフ）が入っている。有給職員には責任と義務があ
るが、ボランティアには責任はあるが義務はない。

オフィススタッフとは有給職員。〈〈〈〈中四国中四国中四国中四国ＣＯ〉ＣＯ〉ＣＯ〉ＣＯ〉
オフィス運営委員会を設立したいが難しい。

オフィス運営委員会はない（常任理事〈ＪＳＯ〉〈ＪＳＯ〉〈ＪＳＯ〉〈ＪＳＯ〉
会が出来た時点でなくなった 。常任理事会に窓口）
担当がいるが、職員がオフィスを運営しているので
はなく委員会に雇われているので、現在は変則的。
職員とは、外部へ出られ、名乗れる人。職員が休み
のとき有給ボランティアが入る。
２２２２．．．．全国全国全国全国オフィススタッフオフィススタッフオフィススタッフオフィススタッフ会議会議会議会議についてについてについてについて
ＧＳＭの時は、スタッフがＧＳＭの内容を把握し・・・・

て地域へ戻すため参加。そこでスタッフだけで話し
合うため平行してオフィススタッフ会議を開催し
た。昨年から全国評議会になり私たちももっと時間
をかけて分かち合いたいということから、今回オフ
ィススタッフ会議を独立させて開催した。
・構成メンバーはオフィススタッフ。
各オフィス（セントラルオフィス、ＪＳＯ）から

１名、分担金で参加。基本的にクローズで開催し、
オブザーバーの範囲はオフィス運営委員まで。
・第２回は、２泊３日、同時期（５月中旬平日）に
九州で開催。事務局は九州沖縄ＣＯ内に置く。
３３３３．．．．実務実務実務実務についてのについてのについてのについての分分分分かちかちかちかち合合合合いいいい
・書籍販売価格の不統一

関東甲信越ＣＯで１割引で販売して〈ＪＳＯ〈ＪＳＯ〈ＪＳＯ〈ＪＳＯよりよりよりより〉〉〉〉
いるが、同じ関東にあるＪＳＯと価格が異なり、特
に外部に対して二重価格と言う誤解が生じている。
また、病院施設への販売の１０冊に１冊のサービス
や、グループのミーティング場向け展示サンプル用
割引セット販売もいつまでやるのか決まっていな
い。

販売価格を統一して欲しい。書籍販売〈ＣＯ〈ＣＯ〈ＣＯ〈ＣＯよりよりよりより〉〉〉〉
は実際ＣＯの財源を支えている。仕入価格を３割引
にして欲しい（現在２割引 。）

・その他、書籍掛け売りの未収金を無くすには、連
絡事項（代議員、ミーティングの登録や変更）のＪ
ＳＯとＣＯ相互の連絡漏れを防ぐには等、具体的に
分かち合った。
４４４４．．．．セントラルオフィスセントラルオフィスセントラルオフィスセントラルオフィス設立設立設立設立についてについてについてについて
北海道地域オフィス設立準備委員会のメンバーが

オブザーバー参加（現在、メンバー８名で準備委員
会を発足している状況 。）
各ＣＯの設立時のいきさつについて分かち合い、

オフィスの目的はＡＡグループの活動を支援するこ
とで、地域メンバーのためだけではなく、北海道の
今苦しんでいる人にＡＡを知らせるためにもオフィ
スが必要という意見が出た。
５５５５．．．．全国全国全国全国オフィススタッフオフィススタッフオフィススタッフオフィススタッフ会議会議会議会議からのからのからのからの要望要望要望要望
オフィスの現状を一番知っているのがスタッフ。

全体サービスとＣＯは別だが“一緒にやること”と
ガイドラインにもあるし、１つのオフィスでは解決

。 、出来ない問題もある 全オフィスにかかわる問題を
全国評議会の中でオフィススタッフ会議から出た要
望として出せないか検討した。
そこで、今回の会議で分かち合われた“書籍販売

価格の不統一の問題”について、評議会事務局を通
して議事委員会に諮ってもらい、議題として検討が
可能なら文書委員会へ提案することにした。

以上、分かち合われた内容を整理し、その要旨を
箇条書きにし議事の報告としましたが、それぞれの
テーマの前後で話し合われた中に、現在のオフィス
スタッフ（職員）の本音と苦悩があったことも事実
です。
廷ベ９時間という長丁場にわたった会議、それで

も語り尽くせなかった事、全体サービスとの二人三
脚をスムーズにし続けていくためのコミュニケーシ
ョンの在り方、継続していく事でしか対応していけ
ない事柄等の問題を、共通の認識として分かち合え
たことは大きな収穫であったと考えます。
次回、第二回全国オフィススタッフ会議の開催地

を九州と決定させていただきました。グループ、メ
ンバーのより一層のご協力とご支援をお願いし、第
一回全国オフィススタッフ会議の報告と致します。

露野、吉原
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書 記 の つ ぶ や き
常任理事会常任理事会常任理事会常任理事会／／／／評議会事務局書記評議会事務局書記評議会事務局書記評議会事務局書記

９５年１２月、地域委員の役割の任期が終わり、
少しばかりの安心感と、サービスという責任の重さ
の経験のなかで、自分の手には余るものの多さを痛
感し、さまざまな問題をたくさん宿題としていただ
きました。飲まないで生き続ける方法の一部分を体
験としてとらえることができたようです。それは、
確かに自分はいなくてもＡＡのサービスは続いてゆ
くだろう。しかし自分にとっては、そのサービスが
必要であり、またそれに自分から加わってゆくこと
が、飲まない生き方の大切な部分だと感じたことで
す。
日々のミーティングに参加し、仲間との分かち合

いから、今日一日の生き方を確認し続けること、ま
だ苦しんでいる人々へメッセージを伝えること、そ
してすべてのＡＡメンバーとの信頼関係を大切にす
るという、簡単そうで難しいプログラムに出合えた
ことに感謝しています。
入院中に病院へメッセージが届けられたこと（当

時は反発しか感じなかったが 、退院したときに今）
も通っているミーティング場がそこにあったという
こと、自分でも訳の分らないことを話し、それを何
も言わずに黙って聞いてくれた仲間がいたこと、か
なりの期間が過ぎて、やっとコーヒー茶碗を片付け
る手伝いができるようになり、またしばらくして、
グループのメンバーとして会場係をさせてもらうよ
うになったこと等々、それぞれ個人によってその過
程は違うのでしょうが、不思議なことに一日一日と
飲まないで歩き続けることができました。
最初に戻りますが、９５年２月の２０周年集会の

なか、全国代議員集会へグループの代議員として参
加することになり、そこで常任理事会の構成が決議
されました。自分自身は勉強不足のため、内容につ
いては正確に理解していた訳ではなかったのです
が、ただ草創期のご苦労、ＧＳＭ等での先人の努力
の結果、日本全体のサービス構成として評議会、常

、 、任理事会を発足させ ＡＡの目的に向けてメンバー
グループが動き始めたように感じていました。
これまでただ漠然と献金を届ける場所というだけ

で、日常のサービス業務などの大変なご苦労は知る
由もなかったＪＳＯでした。住居が比較的近いとこ
ろにあるにもかかわらず、積極的にお手伝いをする
ことなど考えてもいなかったのです。とはいえ、グ
ループの経験ある仲間からいつもサービスに何らか
の関わりをもっている方がよいと提案をもらってい

たこともあったので、地域の役割が終わったあと、
会場の準備などの評議会のお手伝いなら自分でもで
きるのではと考えていました（これまでＧＳＭが開
催されていることは知っていたものの、自分とは関
係ないものだと、まるで興味も関心もなく、何とな
く報告書を見ていただけだったのに… 。そこで地）
域の評議員にお手伝いの話を伝えたのですが、どう
誤解されたのか、ＪＳＯの小宮山氏から常任理事会
の書記を依頼されました。過去を振り返って、自分
の最も嫌いなことのひとつで、その上、現在までの
仕事の中でも、ほとんど経験していないことなので
す。まして学生時代のレポートでさえ、一つとして
自分で書き終えたことがないわたしに、何というこ
とを…。ハイヤーパワーの配慮だといえば格好よい
かもしれないが、でも大好きな言葉“平安の祈り”
のとおり、とにかくやってみよう、そしてもしでき
なければ、そこで断る勇気を持とうと思い、９６年
１月の第１回常任理事会へ恐る恐る出かけて行きま
した。
ＪＳＯ運営委員会の時からの先任の書記の方の補

佐が務められればと思いながら、緊張の中で理事会
はあっという間に過ぎてしまいました。夢中でとっ
た訳のわからない自分のメモを見返して愕然とした
のです。これを議事録にしなければならないのかと
気が重く、約５時間分の録音テープと十分な疲労感
と後悔を持って帰りました。先任書記による議事録
の整然としつつ内容のよく見える文章を参考にすれ
ばなどと考えてみたものの、自分が持っていないも
のはいかんともしがたく、頭の中と手がどうしても
一致してくれないのです。ただ、うまれつきのどう
にでもなれのいい加減さで何とか体裁をつくってＪ
ＳＯに届けました。自分の手元を離れた安心感と十
分に内容を伝えることができなかったという後悔と
情けなさの入り混ざった複雑な気持ちで、これは現
在でも変わりがなく、どうしても成長することがで
きないようです。
今、わたし自身、飲まないでいることが信じられ

、 、ない部分があるのに 日本全体のサービスを検討し
審議し、その方向づけを慎重に討論している常任理
事会の内容をメンバーに伝える責任は重すぎるよう
、 。で 十分にその役割が果たせているとは思いません

でもＡＡの大きな広い心でどうぞご理解くださるよ
う、そして、ぜひともご提案、ご意見、ご要望をい
ただきたいと願っているのです。
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野崎

９６年３月第１回評議会に向けた事務局の役割
も、当初の思いとは異なり議事に関しての書記をさ
せていただくことになったのです。
自分の経験として、前にも述べたようにＧＳＭへ

の参加経験がなく、その内容については、報告書や
先人の話の中でしか知らないので、何とも言いよう
のない不安がありました。でも全国の評議員のお話
しがきけるのだという期待もあり、とにかくできる
だけのことを、と考えていました。理事会と同じく
先任の方が一緒で、おかげさまで、わたしの不安は
ほとんど取り払うことができました。熱の入った討
論を傾聴し、テープを 時間づつ取りかえることに1
専念したのです。
さて、評議会も無事終了し、ホッとしたところ、

今度はその報告書を作る作業が待っていました。こ
の経験は、今自分にとても役に立っているのです。
つまり昔からどうしても変えることのできない「や
りっ放し」の性格のわたしにとって、とてもつらい
試練だったようです 「後片付けをする」という作。
業が最も苦手だった自分が、メンバー一人一人の貴
重な献金によって賄われている評議会の報告を、で
きるだけ早く、正確に伝えなければというテーマを
与えられ、いやおうなくやらざるを得なかったので
す。とはいえ、十分な協力ができなかったことは反
省しています。他のメンバーのひたすら汗を流す作
業があり、発行にこぎつけていただきました。
なにごとにおいてもその後の対応の的確さと責任

を果たしてゆく作業は、これからもずうっと必要な

ものだと感じていますが、日常生活の中、この素敵
な教訓がなかなかうまく活用できないことは言うま
でもありません。初めての経験からいろいろなこと
を学びましたが、それを活かすにはかなり時間がか
かるのかもしれません。とはいえ事務局の仕事はさ
っそく第二回評議会に向けて始まり、反省点、問題
点の処理、整理、そして限られた時間の有効な活用
と内容の充実を目指した検討作業が重ねられまし
た。常任理事会という責任の所在が明らかになり、
評議会という議決機関が設けられたのです。そこに
メンバーからの意見、提案が届くようにするために
は何が必要なのか、さまざまな角度から見つめなけ
ればならないと思います。伝統２に述べられている
ことを忘れずに。ＡＡのメンバー一人一人の正直な
経験の述べ伝えが、必ず、まだ苦しんでいる人々に
メッセージとして届けられることだと考えます。
どうしても、自分が文字を書くことが好きにはな

れません。でも出来る限りの努力をすることをＡＡ
に教えていただきました。だから次の仲間に、この
役割を引き継ぐときまで（できるだけ早期にとの思
いがありますが 、努力します。この１年半の間に）
今までに書いて来た文字の数より多くの文字を書い
たような気がしています。そして自分の中のいろい
ろな面で不足している部分を、あらためて見せても
らいました。言葉と文字の複雑な関係にもう少し付
き合っていこうかなと思っている今日このごろで
す。

矯正施設に入所経験のある仲間の「個人の物語」の原稿を募集します

矯正施設への出版物によるメッセージを充実さ
せるために入所経験のある仲間からの原稿を募
集しています。４００字詰めで１０枚程度にま
とめて８月末までにＪＳＯ内常任理事会病院施
設担当までお送り下さい。

ＡＡパソコンミーティングＬＯＶＥについてお知らせ

ＡＡパソコンミーティングＬＯＶＥはニフティのＨＰ廃止にともない場所を移動しました。

移動場所：PAT10 1D：QZYO2272

パスワード：ＡＡ＝LOVEO（半角大文字、最後は数字の0です）お問合わせ：ＶＦＣO6136にＥＭにて

「ミーティングハンドブック」1ページ目の上段に版権の注意書きが加えられました。原著作権者との版権

使用許可手続き上必要なことですので、ご理解ください。


